
 

 

 

 

 

 

 

 元図面を読み込み、計画線・構造物・寸法線・勾配などを

入力し、最後にCAD製図基準チェックを行い、SXF 

仕様のデータを保存するという一連の流れを簡単な 

サンプルを用いて解説します。 

発注図面（横断図）の作成 

※解説内容がオプションプログラムの説明である 
場合があります。ご了承ください。 



  

発注図面（横断図）の作成  
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１ ． 入力例の説明  

 

本書では、下図に示す流れに従い、元図面（P21ファイルで作成された横断図）を読み込み、計画線、構造物、寸法
線、勾配などを入力します。その後、CAD製図基準チェックを行い、SXF仕様のデータを保存するまでの一連の流れ
を簡単なサンプル（前ページのサンプル図参照）を用いて解説します。 

・ レイヤを設定して、No.0の断面の計画線、ブロック前面に勾配を入力する。 

勾配の入力（P.27） 

 

・ No.0+10の断面に、No.0の断面の計画線、構造物、勾配を複写して、編集する。 

No.0+10の断面に計画線・構造物・勾配を入力（P.29） 

寸法線の入力（P.21） 

その他の計画線の入力（P.17） 

・ 縮尺、レイヤを確認・設定して、No.0の断面に計画線、ブロック前面を入力する。 

計画線の入力（P.7） 

元図面の読み込み（P.2） 

 
・ 元図面を読み込んだ後、CAD製図基準に準拠したレイヤを読み込み、元図面のレイヤを変更する。 

・ レイヤを設定して、No.0の断面にブロック背面、裏込めコンクリート、裏込め材、床堀を入力する。 

・ レイヤを設定して、No.0の断面にブロック積天端、ブロック積基礎を入力する。 

構造物の入力（P.11） 

・ レイヤを設定して、No.0の断面の計画線に寸法線を入力する。 

・ レイヤを設定して、No.0+10の断面に寸法線を入力する。 

No.0+10の断面に寸法線を入力（P.35） 

・ CAD製図基準のチェックを行い、エラーのないデータを完成させる。 

CAD製図基準チェック（P.37） 

・ 作成したデータを建設CAD（MSS）のデータとして保存する。 

データの保存（P.39） 

1 入力例の説明 
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２ ． 元図面の読み込み 

EX-TREND官公庁版の建設CADを起動し、元図面（ファイル）を読み込んだ後、CAD製図基準に準拠したレイヤを
読み込み、元図面の設計レイヤを施工レイヤに変更します。 

2 元図面の読み込み 

２－１  
 

建設CADを起動する 
プログラムを起動します。 

 

初期状態では、CAD画面の背景色は
黒色ですが、本書では解説のため白色
に設定しています。 

［建設CAD］をダブルクリックします。 

[建設CAD]ウィンドウが起動します。 
1 1 
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２ ． 元図面の読み込み  

2 

1 

4 5 

元図面ファイルを読み込みます。 

［ファイル］－［外部ファイルを開く］コマンドを使用して、P21として作成された横断図を操作例として読み込みます。 

6 

操作例では「D0CS0010.p２１」を選択し

ます。 
 

3 

［プレビュー］のチェックをオンにす
ると、ダイアログの左下に選択して
いるファイルのイメージが表示され
開く前に確認することができます。 

7 

操 作 例 で 使 用 す る P21
（「D0CS0010.p21」）ファイ
ルは、「¥FCAPP¥各種資料
（土木）¥建設CAD¥入門編
（官公庁）のサンプルデー
タ」フォルダーにあります。 

対象フォルダーが表示され
ていない場合には、［フォル
ダ］ボックス右のスクロール
バーを移動します。 

ここで、取り込むファイルの種類を選択します。 

ファイルの種類を絞り込むことによって、容易に
ファイルを選択することができます。 

上図の例では、「SFC」「P21」の２種類のファイ
ルが一覧に表示されることになります。 

２－２  
 

元図面を読み込む 

［開く］をクリックします。 
 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

［ファイル］をクリックします。 

［外部ファイルを開く］をクリックします。 

フォルダー一覧から、対象ファイルが格納

されているフォルダーを選択します。 

［フィルタ］から対象ファイルのファイル形

式をオンにします。 

［再表示］をクリックします。 
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２ ． 元図面の読み込み 

 外部ファイル変換に関する設定について（SXF ファイルの場合） 

［ファイル］－［外部ファイル設定］の［外部ファイル変換に関する設定］ダイアログで［共通］タブの［「製図基準テン

プレート設定」ダイアログを開く］や［「読込み設定」ダイアログを開く］のチェックをオンにすると、図面取り込み時に

製図基準テンプレートの設定や、基本設定、ペン・線種の設定を行うことができます。 

詳しくはヘルプを参照してください。 

 

8 

グリッド表示をオンにしています。 ［表示色：レイヤ］をオンにしています。 

1ページ目に読み込まれた
横断図が表示されます。 

8 ［OK］をクリックします。選択した

ファイル（図面）が読み込まれま

す。 
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２ ． 元図面の読み込み  

 CAD 製図基準連動 

チェックをオンにすると、デー

タを入力するときのレイヤや

色などが、CAD 製図基準

（案）に沿った約束事に固

定（連動）されます。 

レイヤ設定は、基本的にデ

ータ入力前に行います。 

CAD製図基準に準拠したレイヤを読み込みます。 

4 

5 

［製図基準テンプレ
ート］ダイアログで設
定した内容のレイヤ
が、作業レイヤに新
規に追加されます。 

1 

2 

8 

6 

3 

7 

２－３  
 

CAD製図基準に準拠したレイヤを読み込む 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

［設定］をクリックします。 

［レイヤ設定］をクリックします。 

［製図基準］をクリックします。［製図基

準テンプレート］ダイアログが表示され

ます。 

［基準］［工種］［責任主体］［図面種

別］［内容］を設定します。 

8 

［新規レイヤを追加して設定］をクリック

します。 

［一括設定］をクリックします。 

［CAD製図基準連動］のチェックをオ

ンにします。 

［OK］をクリックします。 
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２ ． 元図面の読み込み 

 

2 

1 

元図面（D0CS0010.p21）のレイヤを、読み込んだCAD製図基準に準拠したレイヤに変更します。 

操作例では、ライフサイクルが設計（頭文字D）のレイヤを施工（頭文字C）のレイヤに変更します。 

ここでは［編集］－［属性移動］コマンドを使用して解説します。 

変更したいレイヤが表
示されていない場合は、
スクロールします。 

7 

この列が現在のレイヤを表示しています。
ライフサイクルが設計（頭文字D）のレイヤ
であることが確認できます。 

この角をドラッグすると、
ダイアログが大きくなり
作業しやすくなります。 

6 

5 

4 

3 

8 

２－４  
 

元図面のレイヤ属性を変更する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

［編集］をクリックします。 

［属性移動］をクリックします。 

［名称選択］の［名称２］を選択

します。 

［現在のレイヤ］から変更したい

レイヤをクリックします。 

［使用可能レイヤ］から変更後の

レイヤを選択します。 
［移動後のレイヤ］に選択したレ

イヤが表示されます。 

左図のように他のレイヤも設定し

ます。 

［OK］をクリックします。 

［はい］をクリックします。 
すべてのレイヤが、設定した施工

（頭文字C）レイヤに変更されま

す。 
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３ ． 計画線の入力  

縮尺を確認します。 

縮尺、レイヤを設定して、No.0の断面に計画線、ブロック前面を入力します。 

計画線を入力するレイヤを設定します。 

1 

1 

3 計画線の入力 

３－１  
 

縮尺を確認する 

３－２  
 

レイヤを設定する 

1 

1 ［レイヤ］の［▼］をクリックして

表示されるリストボックスから

「C主構造物外形線」をクリッ

クします。 

［縮尺］が「MAIN_BUBUNZU

_100 1/100」となっているこ

とを確認します。 
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３ ． 計画線の入力 

5 

［汎用］－［線］－［連続線］コマンドで、No.0 の断面に計画線を入力します。 

枠で囲まれた部分

を拡大表示。 

4 

6 7 8 

１本目の線分が仮入力

されます。 

1 

3 

2 

３－３  
 

計画線を入力する 

次ページへ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

入力しやすいようにNo.0の

断面の構造物部分（下図参

照）を拡大表示させ、［汎

用］をクリックします。 

［線］をクリックします。 

［連続線］をクリックします。 

正確にピックするため、ツー

ルバーの［ピック：端点］がオ

ンであることを確認します。 

計画線の１点目をクリックしま

す。 

［XY入力］が選択されてい

ることを確認します。 

［⊿X］に「0」、［⊿Y］に 

「－8500」と入力します。 

［線分］をオン、［閉合］をオ

フにします。 

［入力］をクリックします。 

9 
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３ ． 計画線の入力  

 

 

 10 

 
11 

 

12 

 

13 

 

２本目の線分が仮入力

されます。 

３本目の線分が仮入力

されます。 

14 

 

10 

11 

12 

13 

14 

［⊿X］に「－1000」、［⊿Y］に

「－1500」と入力します。 

［入力］をクリックします。 

［⊿X］に「0」、［⊿Y］に 

「－1000」と入力します。 

［入力］をクリックします。 

［終了］をクリックします。 
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３ ． 計画線の入力 

 
［汎用］－［線］－［連続線］コマンドでブロック前面を入力します。 

2 

3 

5 

1 

4 

線分が仮入力されます。 

6 

7 

３－４  
 

ブロック前面を入力する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

［汎用］－［線］－［連続

線］が選択されていること

を確認します。 

ブロック前面の１点目（入

力済みの計画線の端点）

をクリックします。 

［距離・勾配］をクリックし 

ます。 

［長さ］にブロック前面の

長さを入力します。 

操作例では、ブロック積基

礎の天端のレベルまでブ

ロック前面を入力するの

で、「－3000」「縦」と入力

します。 

［勾配］に「－0.5」「比」と

入力します。 
 
［入力］をクリックします。 
 

［終了］をクリックします。 
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４ ． 構造物の入力  

レイヤを設定します。 

操作例では、「C構造物n（その他の構造物等）」を「C構造物4（ブロック積）」に変更して使用します。 

※「n」には、受発注者で協議し、任意の番号を入力してください。 

レイヤを設定して、No.0の断面にブロック積天端、ブロック積基礎を入力します。 

3 

1 

2 

5 

4 

4 構造物の入力 

４－１  
 

レイヤを設定する 

1 

2 

3 

4 

5 

［設定］をクリックします。 

 
［レイヤ設定］をクリックしま

す。 

 

レイヤNo.25の［名称１］を

「 C 構 造 物 4 （ ブ ロ ッ ク

積）」、［名称２］を「C-ST

R-STR4」に変更し、色を

2に設定します。 

［OK］をクリックします。 

［レイヤ］の［▼］をクリック

して表示されるリストボック

スから「C構造物4（ブロッ

ク積）」をクリックします。 
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３ ． 構造物の入力 

本書では、作成済みの工法図からブロック積天端・ブロック積基礎を複写・伸縮して入力するため、複写元のファイ
ルを読み込みます。 
あらかじめ［ファイル］－［外部ファイル設定］で［「製図基準テンプレート設定」ダイアログを開く］［「読込み設定」ダイ
アログを開く］のチェックをオンにして、読み込み時に製図基準テンプレートを設定する流れで解説します。 

 
 

9 

7 4 

5 

8 

2 

3 

操作例では、「¥FCAPP¥各種資料（土木）
¥建設CAD¥入門編（官公庁）のサンプルデ
ータ」フォルダーを選択します。 

1 

10 

 

6 

４－２  
 

図面を読み込む 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

対象ファイルが格納されて

いるフォルダーを選択しま

す。 
 
「P21/P2Z」がオンにな

っていることを確認します。 

対象ファイルを選択します。

操作例では 

「C0LS0010.p21」 

を選択します。 

［開く］をクリックします。 

8 

9 

10 ［OK］をクリックします。 

読み込み時の設定をし

て、［OK］をクリックします。 

［OK］をクリックします。 

［ページ：追加］のアイコン

をクリックします。 

［外部ファイルを開く］をク

リックします。 

［ファイル］をクリックしま

す。 
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４ ． 構造物の入力  

2 ページ目のブロック積天端を複写、伸縮して入力します。 

ここでは、要素を選択してから各コマンドを実行する方法を解説します。 
 
 

3 

2 

6 

7 

4 

5 

8 

1 

４－３  
 

ブロック積天端を入力する 

次ページへ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

複写元となる要素がすべ

て含まれるようにドラッグし

て範囲を選択します。 

ツールバーの［設定：選

択モード：四角形イン］が

オンであることを確認しま

す。 

ツールバーの［要素選

択］をクリックします。 

［編集］をクリックします。 

［複写］をクリックします。 

複写元の基準位置（ブロ

ック積天端の左上端点）

をクリックします。 

［複写］をクリックします。 

画面左下の［1 横断図］

をクリックします。 
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３ ． 構造物の入力 

 

10 

 

13 

 

14 

 
15 

 

11 

 
12 

 

9 

16 

 

9 インプットバーの［現在のレイ

ヤに複写］のチェックをオンに

します。 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

複写先の基準位置（入力済

みのブロック前面の上部端

点）をクリックします。 

［編集］をクリックします。 

［伸縮］をクリックします。 

［伸縮］をクリックします。 

［キー］を選択します。 

［比率］に「0.2」と入力します。 

伸縮の基準位置（ブロック積

天端の左上端点）をクリックし

ます。 
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４ ． 構造物の入力  

1 

2 ページ目のブロック積基礎を複写、伸縮して入力します。 

ここでは、前記した「ブロック積天端の入力」と同様の操作方法で解説します。 
 
 

4 

3 2 

7 

8 

5 

6 

9 

４－４  
 

ブロック積基礎を入力する 

次ページへ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

画面左下の［2 工法図］

をクリックします。 

表示ページが2ページ目

に切り替わります。 

ツールバーの［要素選

択］をクリックします。 
 ツールバーの［設定：選

択モード：四角形イン］が

オンであることを確認しま

す。 
 
複写元となる要素がすべ

て含まれるようにドラッグ

で範囲を選択します。 

［編集］をクリックします。 

［複写］をクリックします。 

［複写］をクリックします。 

複写元の基準位置（ブロ

ック積基礎の右上端点）

をクリックします。 

画面左下の［1 横断図］

をクリックします。 



 

1166  

３ ． 構造物の入力 

 

表示ページが 1 ページ目に切り替わります。 
 
 

11 

 

13 

 

14 

 

17 

 

10 

 

15 

 16 

 

12 

 

10 

11 

12 

13 

14 

インプットバーの［現在のレイ

ヤに複写］のチェックがオンで

あることを確認します。 

複写先の基準位置（入力済

みのブロック前面の下部端

点）をクリックします。 

［編集］をクリックします。 

［伸縮］をクリックします。 

［伸縮］をクリックします。 

15 

16 

17 

［キー］を選択します。 

［比率］に「0.2」と入力します。 

伸縮の基準位置（ブロック積

基礎の左上端点）をクリックし

ます。 



 

1177  

５ ． その他の計画線の入力  

レイヤを設定します。 

レイヤを設定して、No.0 の断面にブロック背面、裏込めコンクリート、裏込め材、床堀を入力します。 

［汎用］をクリックします。 

［汎用］－［平行線］コマンドでブロック背面を入力します。 

3 

4 6 

5 7 

ブロック背面が入力

されます。 

2 

1 

1 

5 その他の計画線の入力 

５－１  
 

レイヤを設定する 

５－２  
 

ブロック背面を入力する 

1 ［レイヤ］の［▼］をクリックして

表示されるリストボックスから

「C主構造物外形線」をクリッ

クします。 

1 

2 

3 

4 

6 

7 

5 

［平行線］をクリックします。 

基準線（ブロック前面）をクリッ

クします。 

［単独入力］を選択して、 

［斜め方向］をオンにします。 

［移動量］に「－350」と入力し

ます。 

［入力］をクリックします。 



 

1188  

５ ． その他の計画線の入力 

前ページに続き入力済みのブロック背面を基準線として裏込めコンクリートを入力します。 
 
 

裏込めコンクリート

が入力されます。 

1 

2 

3 

５－３  
 

裏込めコンクリートを入力する 

1 ［移動量］に「－150」と入力

します。 

2 

3 ［終了］をクリックします。 

［入力］をクリックします。 



 

1199  

５ ． その他の計画線の入力  

 
［汎用］－［線］－［連続線］コマンドで裏込め材を入力します。 

 

3 （拡大図） 

（拡大図） 

5 6 7 8 

4 

4 

9 

10 

 

11 

 

10 

 

2 

1 

５－４  
 

裏込め材を入力する 

2 

3 

4 

5 6 

7 

8 

9 

10 

11 

1 ［汎用］をクリックします。 

［線］をクリックします。 

［連続線］をクリックします。 

裏込め材の１点目（ブロック

積天端の右下端点）をクリッ

クします。 

［距離・勾配］が選択されてい

ることを確認し［長さ］に裏込

め材の長さを入力します。 

操作例では、ブロック積基礎

の下端のレベルまで裏込め

材を入力するので「－3190」

「縦」と入力します。 

［勾配］に「－0.4」「比」と入

力します。 

［線分］のチェックがオンであ

ることを確認します。 

［入力］をクリックします。 

続けて、２本目の線分の２点

目（ブロック積基礎の右下

端点）をクリックします。 

［終了］をクリックします。 



 

2200  

５ ． その他の計画線の入力 

 
前ページに引き続き［汎用］－［線］－［連続線］コマンドでブロック前面を入力します。 

1 

4 

7 

（拡大図） 

2 

8 

9 

10 

 

3 

5 

6 

2 

５－５  
 

床堀を入力する 

1 

2 

3 

4 

5 

［汎用］－［線］－［連続

線］が選択されていること

を確認します。 

床堀の１点目（ブロック積

基礎の左下端点）をクリッ

クします。 

［XY入力］をクリックしま

す。 

［⊿X］に「0」、［⊿Y］に 

「－100」と入力します。 

6 

7 

8 

9 

10 

［距離・勾配］をクリックし

ます。 
 
［勾配］に「0.5」「比」と入

力します。 
 
ツールバーの［ピック：線

上］をオンにします。 
 
２本目の線分の２点目

（現況線上）をクリックしま

す。 

 

［終了］をクリックします。 

 

［入力］をクリックします。 



 

2211  

６ ． 寸法線の入力  

［レイヤ］の［▼］をクリックして

表示されるリストボックスから

「C寸法線、寸法値」をクリック

します。 

レイヤを設定します。 

レイヤ、寸法値の丸めを設定して、No.0 の断面の計画線に寸法線を入力します。 

寸法値の丸めを設定します。 
 

3 

4 

1 

2 

1 

5 

6 寸法線の入力 

６－１  
 

レイヤを設定する 

６－２  
 

寸法値の丸めを設定する 

［丸め設定］をクリックし

ます。 

1 

1 

2 

3 

4 

5 

［設定］をクリックします。 

［寸法］タブをクリックします。 

［距離］の桁数の［▼］を

クリックして表示されるリ

ストボックスから「０桁」を

クリックします。 

［OK］をクリックします。 



 

2222  

６ ． 寸法線の入力 

［寸法線］－［点間］－［２点指示］コマンドで計画線に寸法線を入力します。 
 

4 

（拡大図） 

3 

9 

5 

9 

6 

7 

11 

 

12 

 

8 

10 

 

2 

1 

６－３  
 

計画線に寸法線を入力する 

次ページへ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

［寸法線］をクリックします。 

［点間］をクリックします。 

［２点指示］をクリックしま

す。 

インプットバーの［値訂

正］のチェックをオンにし

ます。 

［文字］の［▼］をクリック

して表示されるリストボッ

クスから「2.50」をクリッ

クします。 

［詳細設定］をクリックし

ます。 

［現在のレイヤを使用す

る］のチェックをオンにし

ます。 

［OK］をクリックします。 

10 

補助線の対象となる２

点をクリックします。 

11 

12 

寸法線の位置をクリック

します。 

［寸法値］に「8500」と

入力されていることを確

認して、［OK］をクリック

します。 



 

2233  

６ ． 寸法線の入力  

続けて、補助線の対象とな

る２点をクリックします。 

22 

 

（拡大図） 
18 

 

19 

 

18 

 

19 

 

20 

 

21 

 

（拡大図） 

14 

 

15 

 

17 

 

13 

 

13 

 
14 

 

16 

 

［寸法値］に「1800」と

入力します。 

［OK］をクリックします。 

13 14 

15 

続けて、補助線の対象と

なる２点をクリックします。 

寸法線の位置をクリック

します。 

16 

17 

18 19 

20 寸法線の位置をクリックし

ます。 

21 

22 ［OK］をクリックします。 

 

［寸法値］に「3300」と入

力します。 

 

 



 

2244  

６ ． 寸法線の入力 

コマンドバーの［寸法線］－［点間］－［水平垂直］コマンドでブロック前面に垂直方向の寸法線を入力します。 
 

8 

3 

9 

4 

6 

7 

11 

 

12 

 

5 

10 

 

2 

1 

６－４  
 

ブロック前面に垂直方向の寸法線を入力する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

［寸法線］をクリックします。 

［点間］をクリックします。 

［水平垂直］をクリックし

ます。 

［詳細設定］をクリックし

ます。 

［補助線］タブをクリック

します。 

［ストレッチ］のチェックを

オンにします。 

［OK］をクリックします。 

9 

10 

11 

12 ［寸法値］に「3000」と

入力されていることを確

認して、［OK］をクリック

します。 
 

寸法線の位置をクリック

します。 
 

ポップアップメニューの

［OK］をクリックします。 

補助線の対象点を順に

クリックします。 



 

2255  

６ ． 寸法線の入力  

［入力］－［寸法線］－［２点平行］コマンドでブロックの寸法線を入力します。 
 

7 

9 

10 

 

［ピック：線上］が

オンであることを

確認して、ブロッ

ク背面の線上を

クリックします。 

2 

1 

4 

5 

3 

6 

8 

６－５  
 

ブロックの寸法線を入力する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

［入力］をクリックします。 

［寸法線］をクリックします。 

［２点平行］をクリックしま

す。 

［詳細設定］をクリックし

ます。 

［補助線］タブをクリックし

ます。 

［はさみ寸法］のチェック

をオンにします。 

［OK］をクリックします。 

8 9 

寸法線の対象となる２

点（ブロック前面、ブロッ

ク背面）をクリックします。 

10 ［寸法値］に「350」と入

力されていることを確認

して、［OK］をクリックしま

す。 



 

2266  

６ ． 寸法線の入力 

 
前ページに引き続き［入力］－［寸法線］－［２点平行］コマンドで裏込めコンクリートの寸法線を入力します。 

 

［寸法値］に「150」と入

力されていることを確認

して、［OK］をクリックしま

す。 

3 

1 

［ピック：線上］がオンであるこ

とを確認して、ブロック背面の

線上をクリックします。 

６－６  
 

裏込めコンクリートの寸法線を入力する 

1 

3 

寸法線の対象となる２

点（裏込めコンクリート、

ブロック背面）をクリック

します。 

2 

2 



 

2277  

７ ． 勾配の入力  

［レイヤ］の［▼］をクリックして

表示されるリストボックスから

「C文字列（主構造物）」をクリ

ックします。 

レイヤを設定します。 

レイヤを設定して、No.0の断面の計画線、ブロック前面に勾配を入力します。 

［寸法線］－［勾配］コマンドで計画線に勾配を入力します。 

4 

1 

2 

3 

1 

7 勾配の入力 

次ページへ 

1 

７－１  
 

レイヤを設定する 

７－２  
 

計画線に勾配を入力する 

1 

2 

3 

4 

［寸法線］をクリックします。 
 
［勾配］をクリックします。 
 
［要素指定］をオンにします。 

勾配の対象となる要素をクリ

ックします。 



 

2288  

７ ． 勾配の入力 

 
［寸法値］に「1:1.5」と入力さ

れていることを確認して 、

［OK］をクリックします。 

引き続き［寸法線］－［勾配］コマンドでブロック前面に勾配を入力します。 

5 

2 

3 

1 

4 

5 

７－３  
 

ブロック前面に勾配を入力する 

1 

2 

4 

3 

［要素指定］をオフにします。 

勾配の対象となる２点をクリッ

クします。 

［寸法値］に「1:0.5」と入力さ

れていることを確認して 、

［OK］をクリックします。 



 

2299  

８ ． No.0+10の断面に計画線・構造物・勾配を入力  

現況地物、寸法線は複写しないので、現況地物、寸法線を選択対象外にします。 
 
 

 

No.0 の断面の計画線、構造物、勾配を No.0+10 の断面に複写します。 

No.0+10の断面に計画線、構造物、勾配を入力します。 

操作例では、No.0の断面の計画線、構造物、勾配をNo.0+10の断面に複写して、編集します。 

2 

1 

3 

4 

8 No.0+10 の断面に 
計画線・構造物・勾配を入力 

 

８－１  
 

No.0 の断面の計画線・構造物・勾配を複写する 

現況地物・寸法線を選択対象外にする 

1 

2 

3 

4 

［設定］をクリックします。 

［レイヤ設定］をクリックします。 

「 C現況地物（現況地盤

線）」「C寸法線、寸法値」の

［検索］セルをダブルクリック

して空白にします。 

［OK］をクリックします。 



 

3300  

８ ． No.0+10の断面に計画線・構造物・勾配を入力 

5 

［編集］－［複写］－［複写］コマンドで No.0 の断面の計画線、構造物、勾配を、No.0+10 の断面へ複写します。 
 
 

（拡大図） 

（拡大図） 

3 

4 

8 8 
6 

7 

7 

1 

2 

計画線・構造物・勾配を複写 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

［編集］をクリックします。 

［複写］をクリックします。 

［複写］をクリックします。 

ツールバーの［設定：選

択モード：四角形イン］が

オンであることを確認し

ます。 

複写元となる要素がす

べて含まれるようにドラッ

グで範囲を選択します。 

インプットバーの［現在の

レイヤに複写］のチェック

をオフにします。 

複写元の基準位置をク

リックします。 

次に複写先の基準位置

をクリックします。 



 

3311  

８ ． No.0+10の断面に計画線・構造物・勾配を入力  

［設定］－［レイヤ設定］コマンドで現況地物、寸法線を選択対象に戻します。 
 

3 

1 

2 

4 

現況地物・寸法線を選択対象に戻す 

1 

2 

3 

4 

［設定］をクリックします。 

［レイヤ設定］をクリックしま

す。 

「C現況地物（現況地盤

線）」「C寸法線、寸法値」

の［検索］セルをダブルクリ

ックして「○」にします。 

［OK］をクリックします。 



 

3322  

８ ． No.0+10の断面に計画線・構造物・勾配を入力 

ブロック積基礎の天端のレベル（補助線）を入力します。 

ここでは、コマンドバーの［補助］－［補助線］－［平行線］コマンドを使用して解説します。 

 

［補助］－［補助線］－［平行線］コマンドでブロック積基礎の天端のレベル（補助線）を入力します。 
 

3 

5 

4 

補助線（ブロック積基礎の天端

のレベル）が入力されます。 

2 

1 

7 

6 

８－２  
 

ブロック積基礎を移動する 

ブロック積基礎の天端のレベルの入力 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

［補助］をクリックします。 

［補助線］をクリックします。 

［平行線］をクリックします。 

基準となる線をクリックし

ます。 

［移動量］に「－1430」と

入力します。 

［入力］をクリックします。 

［終了］をクリックします。 



 

3333  

８ ． No.0+10の断面に計画線・構造物・勾配を入力  

［編集］－［変形］－［変形］コマンドでブロック積基礎をブロック積基礎の天端のレベル（補助線）まで移動します。 

3 

5 

（拡大図） 

4 

7 

6 

6 

8 

ブロック積基礎、法線を

含むように四角形の範

囲を指定します。 

1 

2 

ブロック積基礎の移動 

1 

2 

3 

4 

5 

［編集］をクリックします。 

［変形］をクリックします。 

［変形］をクリックします。 

インプットバーの［選択モ

ード］の［四角形］がオン

であることを確認します。 

移動する四角形の範囲

をドラッグで選択します。 

6 

7 

8 

移動元の基準位置（ブ

ロック積基礎の右上端

点）をクリックします。 

ツールバーの［ピック：交

点］がオンであることを確

認します。 

移動先の基準位置（ブ

ロック前面と補助線の交

点）をクリックします。 



 

3344  

８ ． No.0+10の断面に計画線・構造物・勾配を入力 

 
［編集］－［伸縮］－［線伸縮］コマンドではみ出している法線を編集します。 

3 

4 

6 

7 

1 

2 

5 

はみ出している法線の編集 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

［編集］をクリックします。 

［伸縮］をクリックします。 

［線伸縮］をクリックしま

す。 

インプットバーの［線を

変更］が選択されてい

ることを確認します。 

伸縮する法線をクリック

します。 

伸縮する端点をクリック

します。 

伸縮する位置（現況線

との交点）をクリックしま

す。 



 

3355  

９ ． No.0+10の断面に寸法線を入力  

レイヤを設定します。 

No.0の断面と同様に、No.0+10の断面の計画線等に寸法線を入力します。 

No.0 の断面と同様に、下図のように No.0+10 の断面の計画線等に寸法線を入力します。 

操作方法は前記した No.0 の寸法線の入力（P.21）を参照してください。 

※ツールバーの［ピック：交点］がオフの状態で解説していますので、［ピック：交点］をオフに変更してから、寸法線を

入力してください。 

1 

9 No.0+10 の断面に 
寸法線を入力 

 

９－１  
 

レイヤを設定する 

９－２  
 

寸法線を入力する 

1 ［レイヤ］の［▼］をクリックし

て表示されるリストボックスか

ら「C寸法線、寸法値」をクリ

ックします。 



 

3366  

９ ． No.0+10の断面に寸法線を入力 

 
No.0+10のブロック前面の勾配が、寸法線と重なって見づらいので、勾配の文字列を引き出します。 

ここでは、コマンドバーの［汎用］－［引出線］コマンドを使用して解説します。 

 

9 

3 

6 

7 

10 

 

12 

 

2 

1 

8 

11 

 

5 4 

９－３  
 

勾配の文字列を引き出す 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

［汎用］をクリックします。 

［引出線］をクリックします。 

引き出し線のタイプをクリ

ックします。 

操作例では、左から２番

目をクリックします。 

［水平引出］のチェックを

オンにします。 

［詳細設定］をクリックしま

す。 

各設定を確認・変更しま

す。 

7 

8 

9 

［OK］をクリックします。 

10 11 12 

引き出し線の始点、折れ

点、引き出し方向をクリッ

クします。 

［文字入力］をオフにしま

す。 

引き出す文字列をクリック

します。 
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１ 0 ． CAD製図基準チェック  

1 

2 

コマンドバーの［朱書・チェック］－［基準チェック］コマンドでCAD製図基準チェックを実行します。 

CAD製図基準のチェックを実行し、エラーのないデータ（CAD製図基準に準拠したデータ）を完成させます。 

このコマンドでは、寸法線要素の寸法値と

計測値をチェックします。 

チェックは現在CAD画面上に表示されて

いる寸法線要素のみに行われます。 

このコマンドでは、変

更のあったレイヤの

責任主体を自動で

変更します。 

3 

不適合な箇所が発見された場合には、一括もしくは個別修正を行います。修正方法については、「発注図面（工

法図）の作成．pdf」の補足（P.40、P.41）を参照してください。 

10 CAD 製図基準チェック 

１０－１ 
 

CAD製図基準チェックする 

1 

2 

3 

［朱書・チェック］をクリックします。 

［基準チェック］をクリックします。 

CAD製図基準チェックが実行され、CAD製図基準に準拠されていない箇所が発見された場合には、画面

左にチェック結果が表示されます。 

ここで表示されているチェック結果は「協」（協議による決定）なので、エラーの内容を確認して、［終了］をク

リックします。 
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１ 0 ． CAD製図基準チェック 

 
CAD製図基準に準拠したデータをSXF仕様のデータに保存します。 

［詳細設定を行う］のチェックをオンにすると、

［OK］をクリックした後に［SXF書込み設定］

ダイアログが表示されます。朱書きデータ、 

ラスタデータなどの処理や、非表示データを

出力する、しないの設定を行います。 8 

2 

1 

１０－２ 
 

SXFデータを出力する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

［ファイル］をクリックします。 

［外部ファイルへ保存］をクリッ

クします。 

［CAD製図基準に準拠］のチ

ェックをオンにします。 

［ファイル形式］を「P21」、［フ

ァイル種類］を「Version 3.1」

に設定します。 

保存先のフォルダーを選択し

ます。 

ここでは、［図面番号］［ライフ

サイクル］［整理番号］［図面

種類］［改訂履歴］を左図の

ように設定します。 

保存するファイル名称を確認

して、［OK］をクリックします。 

［OK］をクリックします。 

3 

5 

4 

6 

SFCなどで保存する場合は、

ここで設定します。 

7 
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１ １ ． データの保存  

 

既存のデータに上書きして保存しても構いませんが、入力例ではデータを区別するため、ファイル名を変更して保存
します。 

編集データを建設CAD（MSS）のデータとして保存します。 

編集途中であっても、こまめに保存することで、不慮の事故によってシステムダウンした場合に影響が少なくてすみます。
各プログラムでデータを入力・変更したときは、各プログラムを終了するたびに保存することをお勧めします。 

1 

2 

3 

4 

5 

11 データの保存 

１１－１ 
 

データを保存する 

1 

2 

3 

4 

5 

［ファイル］をクリックします。 

［保存］をクリックします。 

保存するファイル名を入力します。 

保存するフォルダー（格納先）を設定

します。 

［名前を付けて保存］をクリックします。 

 上書き保存について 

上書き保存を実行すると、前回

保存したデータに上書きされ、

前回のデータはなくなります。 

前回のデータを残す場合は、

［ファイル］－［名前を付けて保

存］コマンドを使用してください。 

 自動バックアップについて 

自動バックアップの設定は、［ツール］－［オプション］コマンドを実行し［オプション］ダイアログの［バックアップ］

ページで行います。 

［自動バックアップを行う］ 

設定した時間が経過すると、自動的にデータを保存します。このファイルの保存は［ファイル］－［名前を付けて

保存］コマンドや［ファイル］－［上書き保存］コマンドとは別物です。自動バックアップで作られるデータは建設

CADが正常終了したときには残っていません。正常終了しなかった場合、次の起動時に自動バックアップで保

存したデータを読み込むかどうかを選択できます。選択しない場合は自動バックアップデータを削除します。 

［データ保存時に履歴を残す］ 

同ファイル名で［ファイル］－［名前を付けて保存］コマンドや［上書き保存］コマンドを実行したときに新しいファイ

ルから数回前（設定値による）のファイルを保存しておきます。たとえば、「履歴の数：３個」とすると同ファイル名

の前前前回までのデータが残っています。 
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